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抽選で５名様に
図書カードをプレゼント！

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金により作成しています。
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■応募方法： ①クイズの答え　②ご意見・ご感想　③社協だよりを手に入れた場所　④今後特集して欲しいテーマ・内容　⑤氏名・
　　　　　　〒・住所・ＴＥＬ・性別・年齢をご記入のうえ、はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、4月 2６日（金）必着でお送りください。
（当選の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます）　   　　　　■送付・問合先：港南区社会福祉協議会（裏表紙参照）

クイズ＆アンケート大募集！クイズ＆アンケート大募集！

平成24年度も多くのご協力をいただき、みなさまのあたたかいお気持ちに心より感謝いたします。これからも地域の
信頼を得られる活動を行い、みなさまから寄せられた会費・募金がさらに地域で活かされるよう努力してまいります。

平成24年度　日本赤十字社社資募集運動　（平成24年５月～）

「赤い羽根共同募金」は、神奈川県共同募金会を
通じて平成 25年度に県内の施設や団体に配分さ
れます。「年末たすけあい募金」は、港南区社協
を通じて申請のあった区内の団体・活動に配分
しました。

会費・募金へのご協力ありがとうございました

●受付期間：平成２5年４月8日（月）～２6日（金）
●受付時間：月～金　１０：００～１６：００
●問合・申込先：港南区社会福祉協議会（下記参照）

平成２4年度　港南区社協世帯賛助会費・特別賛助会費・善意銀行（通年）

港南区の高齢者・障害者をはじめとする様々な方を支援
するため、有効に活用させていただきます。

（順不同・敬称略）◎納入者一覧 （平成 24 年 1月 1日～ 25 年 1月 31 日受付分）

［善意銀行］   ９９３,９５０円　＋  物品 3件［特別賛助会費］  ２６０,０００円

［世帯賛助会費］   ３,１８７,２００円

◎寄付者一覧
（順不同・敬称略）

日本赤十字社神奈川県支部に送金し、国内外の救援活動や区内の救急法
講習会の開催・罹災世帯への災害見舞金にあてられます。

（平成 25 年 1月 31 日現在）

［社資］ １２,６２０,５３６円

◆募金実績（平成２５年１月３１日現在）
　赤い羽根共同募金 ・・・・・ 16,003,810 円
　年末たすけあい募金 ・・・・・ 4,838,595 円

区内を拠点に実施されるボランティア・福祉活動へ
皆さまから寄せられた共同募金等を財源とした助成金
を配分します。

平成２4年度　赤い羽根共同募金　　年末たすけあい募金（平成２4年１０月～）

●日時：平成25年3月20日（水・祝）10：00～12：00（受付11：45まで）
●場所：港南区福祉保健活動拠点（港南区社協）　  
●問合：港南区社会福祉協議会（下記参照）

お知らせ

平成25年度こうなんふれあい助成金の申込受付が始まります！

（平成 24 年 4月 1日～ 25 年 1月 31 日受付分）

（平成 24 年 4月 1日～ 25 年 1月 31 日受付分）

港南区災害ボランティアセンターシミュレーション

◆年末たすけあい配分先
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■発行 / 社会福祉法人  横浜市港南区社会福祉協議会　■発行責任者 / 清水  鐵夫　■発行日 / 平成 25 年 3 月

平成２４年度区社協新規事業報告 福祉の職場体験

利用者と

同じ目線で接する

姿勢が

大切なんだなぁ。

相手の気持ちを理解

して行動に移すことが

大事。いつも笑顔で接する

職員さんスゴイ！！

仕事は

嫌だからって投げ

出せないんだ。

まだ仕事のことは、

良くわからないけど、

人を支えられる

人になりたい。

先生は一度に

たくさんのこども達の

話を聞いてもちゃんと

答えられていたよ。

港南つく
しんぼ

保育園

港南中央地域活動ホームそよかぜの家

港南中央

地域ケア
プラザ

港南区社協の平成 24年度新規事業は次の①～③のうちどれでしょう？
①学校等での福祉教育 ②障がい児余暇支援事業 ③中学生の福祉職場体験

災害時に全国から駆けつけたボランティアを想定し、ボランティア依頼
先へ派遣する訓練を行います。いざという時に備え、多くの方に「災害
ボランティアセンター」の存在を知っていただくことを目指しています。

4,650,000 円

1,400,000 円

1,680,000 円

1,570,000 円
こうなんふれあい助成金
（福祉活動団体・障害児者団体等
 の事業・備品購入費）

地区社協活動助成

地区社協活動助成
（福祉ネットワーク）
合     計

古内力男 / ( 社 ) 横浜南法人会 / NPO 法人日本入れ歯リサイクル協会 / 淡路伸勝 / 
石渡美華 / 大山利勝 / おげんきですか / 港南区クリスマスチャリティコンサート実行委員会 / 
港南区芸能連合会 / 港南区女性団体連絡協議会 / 福井摂子 / 蓬莱荘利用者 /
ボランティアグループ夢輪 / ( 株 ) オーヴァル / 港南区民謡民舞連合会 /
明るい社会づくり運動港南区協議会 / 下永谷チャリティ芸能大会 / 中央労働金庫
杉田支店 / 小林正毅 / 藤原裕二 / 日野町内会 / 匿名（横浜いきいきポイント
換金分寄付：11 件 + その他 3 件）

建設情報サービス ( 株 ) / ( 宗 ) 浄念寺 / ( 有 ) 内倉商事 / ( 有 ) ティー・エー・ケー / ( 有 ) 丸吉商事 / ( 株 ) 黄金メッキ
工場 / ( 株 ) サカエ塗装 / 港南テクニクス ( 株 ) / 自性院 / ( 有 ) エス・テクニカルサービス / ( 有 ) 妙高社 / ( 株 ) 新世 /
 ( 株 ) 大山組建材 / ( 株 ) 京急百貨店 / ( 株 ) 建設工業調査会 / ( 株 ) 染谷商店 / ( 株 ) プリントン / ( 株 ) 古屋商店 / 
( 株 ) 首都圏サービス / 太平住販 ( 株 ) / ねもと ( 有 ) / ( 有 ) 飯島測量 / ( 有 ) 石力石材店 / ( 有 ) 粉間組 / ( 有 ) 中央
美工社 / ( 有 ) 大輪 / ヨコハマ・ファイブ ( 株 ) / ワミレスコスメティックス ( 株 ) / ( 株 ) あんざい / 上大岡仁正クリニック /
 東京ガスエコモ ( 株 ) / ( 有 ) 稲村クリーニング店 / ( 有 ) 光成 / ( 有 ) 佐藤組 / ( 株 ) ツクイ / ( 株 ) 南州電設 /
 ( 株 ) 清水康益社 / ( 有 ) 加藤畳店 / ( 有 ) 浜ケミカル / 小原オートサービス ( 株 ) / ( 株 ) 高森

41団体

15地区

14地区

　これから自分の夢や将来を考える子どもたちに「ふくしの仕事」に興味・

関心を持ってもらえるよう企画しました。夏休みの２日間、自分自身で選ん

だ福祉施設で職員の役割を体験。たくさんの汗をかきながら本物の職場を知

ってもらいました。

　今年度初めての試みでしたが、12名の参加がありました。

　これから自分の夢や将来を考える子どもたちに「ふくしの仕事」に興味・

関心を持ってもらえるよう企画しました。夏休みの２日間、自分自身で選ん

だ福祉施設で職員の役割を体験。たくさんの汗をかきながら本物の職場を知

ってもらいました。

　今年度初めての試みでしたが、12名の参加がありました。

　「ふくしの仕事」は“きつい・大変”というイメージが先行したり、

身近に感じる機会が少ないのも現状です。そこで、将来の仕事を意識

する年代に向けて「未来のふくしのプロを育てたい」「選択肢をふくし

にも広げてもらいたい」という思いから、ボランティア体験ではなく

職業として社会に出ること、人を支えることの大切さを学んでもらい

ました。

　「ふくしの仕事」は“きつい・大変”というイメージが先行したり、

身近に感じる機会が少ないのも現状です。そこで、将来の仕事を意識

する年代に向けて「未来のふくしのプロを育てたい」「選択肢をふくし

にも広げてもらいたい」という思いから、ボランティア体験ではなく

職業として社会に出ること、人を支えることの大切さを学んでもらい

ました。

キラリ☆ふくしの仕事キラリ☆ふくしの仕事

中学生スタッフチ
ャレンジャー

中学生スタッフチ
ャレンジャー中学生スタッフチ
ャレンジャー

港南区
生活支援センター

　住み慣れた地域で安心して暮らすために、「ふくしの仕事」は

今後ますます多くの方に必要とされます。人と接し、相手のため

に働くことで直接喜びも共感も得られます。多くの子どもたちに

「ふくし」の魅力と将来性を感じてもらえるよう、小さな種を増や

していく取り組みを今後も続けていきたいと思っています。

　住み慣れた地域で安心して暮らすために、「ふくしの仕事」は

今後ますます多くの方に必要とされます。人と接し、相手のため

に働くことで直接喜びも共感も得られます。多くの子どもたちに

「ふくし」の魅力と将来性を感じてもらえるよう、小さな種を増や

していく取り組みを今後も続けていきたいと思っています。



東永谷地域ケアプラザ

ふくしの仕事ファイルNO.２

港南区社会福祉協議会

ふくしの仕事ファイルNO.１

　私たちは、地域の身近な総合相談窓口として、高齢者等

の介護・健康・権利や財産を守ることなど介護保険や高齢者

等に関する相談に応じています。

若尾　ちづる

　私は、地域のみなさんと一緒に誰もが安心して生活できる地域づくりに取り組んでいます。福祉保健の事業や

福祉保健活動の応援、ボランティア活動の相談・調整をしています。

藤盛　智子

ふくしの仕事を目指したのは…

　地域ケアプラザは、誰もが地域で安心して生活できるよう

福祉・保健サービスを身近な場所で、総合的に提供する横浜

市独自の施設です。今回は東永谷地域ケアプラザの地域包括

支援センターと地域活動交流の仕事を紹介します。

　「ひとの役に立ちたい」と言う気持ち
から福祉の仕事に就き 20年になります。
介護保険制度が始まった 2000 年より、
自分の子育てと共にケアマネジャーの仕
事を始めました。
　相談者の方と一緒に考え、一緒に悩み、
一歩一歩共に歩んできました。民生委員
さんの会合や地域のイベントなど、自転
車で走り回っています。
　これからも人の役に立ちながら、地域
に笑顔がいっぱいになるように頑張りた
いと思います。

　かつては教育に関する仕事をしていま
したが、40 代で突然病気をしたことを
きっかけに社会福祉を学び資格を取りま
した。人の相談に乗る仕事がしたくて、
現在の仕事に就きました。
　主に後見制度など老後の生活に不安を
抱えている方からの相談を受けます。問
題解決に至らなくても、少しでも安心し
てもらえた時は「力になることができて
良かった」と感じます。「あの人に相談
してみよう・・」と思われる人間に成長
することが最大の課題です。

　整形外科、耳鼻科、眼科、内科勤務を
経て、老人保健施設、有料老人ホーム、
デイサービスなど幅広い看護師経験をし
てきました。
　個別の相談業務だけでなく、昔からの
希望であった病気の予防と地域の健康づ
くりの両方に携わることができ、今まで
の経験で何一つ無駄なことはなかったと
実感しています。
　町内会などに出向き、体操やレクリエー
ションなど大変楽しく仕事をしています。

　主な仕事は、ボランティアの方や町内会等のみなさんと
一緒に助け合いのしくみを作っていくことです。イベント
を企画したり、広報紙を発行したり、地域の行事に出向い
て行ったり…の毎日。横浜にもちゃんと温かい「地域」っ
てあるんだ、と実感できます。
　ケアプラザには赤ちゃんからお年寄りまで色々な人が
来て、たくさんの人と知り合うことができ、「縁」という
言葉がぴったりの仕事だと思います。

イラスト：ボランティア  S さん

共催者である区役所や
地域ケアプラザの職員も
企画時点から参加します。

区社協職員が進行役となり、
アイデアを募り、役割を調整。
みんなの意見をまとめ、形
作っていきます。

障害の特性や普段の
様子を把握している
特別支援学校の教員
から留意点を聞きます。

ある日の会議風景

保護者にも意見を出して
もらい、子どもが参加し
やすいプログラムを考え
ます。

　「社協の仕事」を多くのみなさんに知っていただけるよう一人の職員にスポット

をあてました。主役は地域の方やボランティアの方々。社協職員は、みなさん

が活動しやすいように出しゃばらず、サポートを前面に出さず、裏方に徹する

ことを心掛けています。

　その思い、パワーの源は…。ある日の仕事ぶりです。

　区社協の仕事内容は、〈ボランティア活動の支援をすることで人と人をつなげる〉、〈講座やイベントを通して

地域福祉の理解啓発を進める〉、〈募金や会費を通じて資金を募り、福祉関係の団体・地区社協などへ配分をする〉、

など多岐に渡ります。

　祖父が認知症になったことがきっかけで、介護の仕事に就きたいと思い、福祉の仕事を始めま
した。最初に勤めた特別養護老人ホームでは、入居者と職員だけの関わりが主で、地域の方々と
交流することはほとんどありませんでした。施設内で完結するのではなく、地域の中で自分らしく
生きがいを感じながら過ごすことが、人として大切なのでは？と日々考えていました。
　地域とのつながりを模索していた中たどり着いたのが「施設に入っている人でも地域住民の
一人として暮らせる」といった関係を築く「地域福祉」。その専門である社協に可能性を見つけ
転職しました。今年で 6年目です。

　様々な人と相談などを通してつながり、個々の思いを知る事で、問題が解決したり、できるこ
との幅が広がった時。そんな場面に立ち会うと「やっていて良かったな」と実感します。

やっていて良かったと思うのは…

ウィリング横浜12階にある「みんなで集える場」福祉に関する本や雑誌、地域イベント・求人情報など、ご自由にご覧頂けます。
『福祉・介護のお仕事 個別相談会』を、毎週金曜日（午前）と 第１・３月曜日（午後）に開催しています。
詳細は下記までお問い合わせください。

福祉保健交流スペース　ウェルじゃん✿トピックス✿

◇福祉保健研修交流センター ウィリング横浜 管理運営担当（ウェルじゃん担当）
　港南区上大岡西1-6-1 ゆめおおおかオフィスタワー内　TEL：045-847-6672　E-mail：weljun@yokohamashakyo.jp

似顔絵：ボランティア  安藤とねり子さん

ふくしの現場で働くには、どんな職種があり、内容はどうだろう？

　そんな疑問を解く参考になればと、港南区社会福祉協議会と

東永谷地域ケアプラザの職員の仕事について取材しました。

こうなん
　なつっこ とは？
こうなん
　なつっこ とは？

人と人をつなぐ　地域を陰で支える人と人をつなぐ　地域を陰で支える

　豊富な知識と経験を駆使し、

冷静沈着な判断で、地域のみ

なさんに的確な助言をし、行

事などにも積極的に参加して

います。気軽さが身上です。

地域包括支援センタースタッフ地域包括支援センタースタッフ

地域活動交流コーディネーター地域活動交流コーディネーター

“　　　　　　 ”

障害のある子どもたちが
地域でボランティアと

楽しい夏休みを過ごす活動です。
子どもたちに余暇の場、

親に息抜きの時間、障害への
理解やつながりをもたらす
ことを目指しています。

安心で健やかな暮らしを安心で健やかな暮らしを

鈴木　宏美 佐藤　真由美

取材した
広報委員の感想

港南区社会福祉協議会

　 もっと輝けあなたの笑顔  を合言葉に、「困った

なぁ〜」が重なる前に出かけて行く、地域包括支援

センターの三人娘。

　専門分野での仕事を行ない、さらに、三人で連携

をとれるところは一緒に考え、行動。  難問題ほど

燃える と多忙にもかかわらず笑顔がはじけていました。

取材した広報委員の感想

“　　　　　　　　　　　  ”

“
”

地域活動交流コーディネーター

主任ケアマネジャー 社会福祉士 看護師

学齢障がい児余暇支援事業「こうなん なつっこ」準備会


